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(54)【発明の名称】 液晶表示装置とその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  ウェーブノイズの発生を軽減できる液晶表示
装置を提供することにある。
【解決手段】  タイミング制御部７１０に色信号とタイ
ミング制御信号が入力される。パルスカウンティング及
び生成部７１２は入力された垂直同期信号（Ｖｓｙｎ
ｃ）に基づいて垂直同期開始信号（ＳＴＶ）を生成し、
この信号（ＳＴＶ）のパルス数をカウントしてカウンテ
ィングパルス７１１を積分器７２０に提供する。積分器
７２０はカウンティングパルス信号７１１から積分信号
７２１を生成し、比較器７３０は、積分信号７２１と基
準信号（ＲＥＦ）を比較して生成したインバータ制御信
号７３１をインバータ４００に提供し、これに基づいて
ランプ部５００を駆動する。その結果、前段ゲート駆動
方式のＬＣＤパネルを使用する場合でもデジタル調光方
式の輝度変動回避周波数をいちいち探すことなく、輝度
変化を軽減させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の画素と前記画素に信号を伝達する複
数の信号線を含むＬＣＤパネルと、
前記ＬＣＤパネルに光を供給するため互いに離れた二つ
以上のランプを含むバックライトユニットと、
を含み、
前記ランプの点滅時期が互いに異なる液晶表示装置。
【請求項２】前記ランプの点滅時期は互い違いになって
いる、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記バックライトユニットは前記ランプを
各々制御する複数のランプ駆動信号を各前記ランプに提
供する複数の電源変換部を追加的に含み、
複数の前記ランプ駆動信号は互いに位相差を有する、請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記ランプの数は二つであり、二つの前記
ランプを制御する二つの前記ランプ駆動信号の位相が反
転あるいは、位相差が１８０°である、請求項３に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】各前記画素は電界生成電極とこれに連結さ
れたスイッチング素子を含み、
前記信号線は前記スイッチング素子に連結されて前記ス
イッチング素子を制御する走査信号を伝達するゲート線
と前記スイッチング素子に連結されて画像信号を伝達す
るデータ線を含み、
前記スイッチング素子は前記走査信号に応答して前記電
界生成電極に前記画像信号を伝達する、請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項６】前記ＬＣＤパネルは前段ゲート駆動方式で
ある、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記バックライトユニットはデジタル調光
方式で駆動される、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】複数の画素と前記画素に信号を伝達する複
数の信号線を含むＬＣＤパネルと、
前記ＬＣＤパネルに光を供給するバックライトユニット
と、
を含み、
前記バックライトユニットはＬＣＤパネル制御信号に同
期して制御される液晶表示装置。
【請求項９】前記バックライトユニットは発光ランプと
前記ランプを制御するランプ駆動信号を前記ランプに提
供する電源変換部を含み、
前記ランプ駆動信号は前記ＬＣＤパネル制御信号に同期
する、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】各前記画素は電界生成電極とこれに連結
されたスイッチング素子を含み、
前記信号線は前記スイッチング素子に連結されて前記ス
イッチング素子を制御する走査信号を伝達するゲート線
と前記スイッチング素子に連結されて画像信号を伝達す
るデータ線を含み、
前記スイッチング素子は前記走査信号に応答して前記電

2
界生成電極に前記画像信号を伝達する、請求項９に記載
の液晶表示装置。
【請求項１１】外部から色信号とそのディスプレイを制
御するタイミング信号の提供を受けて、前記タイミング
信号に基づいて前記ＬＣＤパネル制御信号を生成して、
前記色信号と共に前記ＬＣＤパネルに供給し、前記ＬＣ
Ｄパネル制御信号に基づいてバックライト制御信号を生
成して前記電源変換部に供給する制御部を追加的に含
み、前記電源変換部は前記バックライト制御信号に基づ
いて前記ランプ駆動信号を生成する、請求項１０に記載
の液晶表示装置。
【請求項１２】前記ＬＣＤパネル制御信号は垂直同期信
号及び水平同期信号を含み、前記バックライト制御信号
は前記垂直同期信号と水平同期信号のうちどちらか一つ
に基づいて生成される、請求項１１に記載の液晶表示装
置。
【請求項１３】前記バックライト制御信号は前記タイミ
ング信号に含まれる垂直同期信号によって生成される垂
直同期開始信号または前記タイミング信号に含まれる水
平同期信号によって生成される水平同期開始信号のうち
どちらか一つに基づいて生成される、請求項１１に記載
の液晶表示装置。
【請求項１４】前記制御部は、
前記ＬＣＤパネル制御信号に基づいて生成したカウンテ
ィングパルスを出力するタイミング制御部と、
前記カウンティングパルスを積分して積分信号を生成す
る積分器と、  前記積分信号を基準信号と比較して前記
バックライト制御信号を生成し前記電源変換部に提供す
る比較器と、
を含む、請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】前記積分信号は一フレーム内で時間の増
加によってピークが増加、減少または一定の三角波形態
である、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】前記バックライト制御信号は一フレーム
内で時間の増加によってオン区間が増加、減少または一
定である、請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】前記ＬＣＤパネルは前段ゲート駆動方式
である、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】前記バックライトユニットはデジタル調
光方式で駆動される、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】ＬＣＤパネルと前記ＬＣＤパネルに光を
供給するバックライトユニットを含む液晶表示装置の駆
動方法であって、
外部から色信号とそのディスプレイを制御するタイミン
グ信号を受信する段階と、
前記タイミング信号に基づいて生成したＬＣＤパネル制
御信号と前記色信号を前記ＬＣＤパネルに供給する段階
と、
前記タイミング信号と前記制御信号のうちどちらか一つ
に基づいて前記バックライトユニットを制御するバック
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3
ライト制御信号を生成して前記バックライトユニットに
提供する段階と、
を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】前記バックライト制御信号生成段階は、
前記タイミング信号に同期するパルス信号を生成する段
階と、
前記パルス信号を積分して積分信号を生成する段階と、
前記積分信号と基準信号を比較して前記バックライト制
御信号を生成する段階と、
を含む、請求項１９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置とその
駆動方法に関し、より詳しくはウェーブノイズの発生を
減衰させるための液晶表示装置とその駆動方法に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】一般に受動形表示装置である液晶表示装
置（以下、LCD）は光源として小型蛍光ランプを含むバ
ックライトを使用する。ランプはインバータで駆動さ
れ、このインバータには２種類のインバータが存在す
る、つまり、アナログ調光方式を利用するアナログ形イ
ンバータとデジタルまたはバースト（burst）調光方法
を利用するデジタル形インバータが存在する。アナログ
インバータは調整可能な調光範囲が非常に狭いため、一
般にデジタルインバータが好ましい。
【０００３】ＬＣＤにおける前段ゲート駆動方式とは、
液晶キャパシタだけでなく保存キャパシタでも一方の端
子が、ゲート線に連結されたゲート端子を有するトラン
ジスタ端子（信号出力端子）に連結される反面、保存キ
ャパシタのみ他側端子が前段ゲート線に連結され、液晶
キャパシタの他側端子は共通電圧に連結されることを特
長とする。トランジスタに連結された端子の電位は現在
ゲート線がターンオフされた状態から前段ゲート線がタ
ーンオンされる時に変わる。このような電位変化は光の
透過量を変化させる結果を招く。従って画素列の明るさ
も時間によって変化する。
【０００４】また、インバータから出力される調光信号
の振幅が変わるためにバックライトの明るさも時間によ
って変わる。上述の前段ゲート駆動方式を使うと、時間
に応じて変化する光の強さと時間によって変化する調光
が互いに干渉して視聴者の目にも感知される脈打ち現象
が発生する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の技術的課題
は、このような従来の問題点を解決するためのものであ
って、ウェーブノイズを生成しない、調光周波数を見出
さなくてもよいように、ウェーブノイズの発生を軽減で
きる液晶表示装置を提供することにある。本発明の他の
技術的課題は、このような液晶表示装置を駆動するため
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の方法を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】前記技術的課題を解決す
るための本発明の液晶表示装置は、複数の画素と前記画
素に信号を伝達する複数の信号線を含むＬＣＤパネル、
そして、前記ＬＣＤパネルに光を供給するため互いに離
隔した二つ以上のランプを含むバックライトユニットを
含み、前記ランプの点滅時期は互いに異なる。
【０００７】本発明の一特徴として、前記ランプの点滅
時期は互い違いになっている。本発明の他の特徴とし
て、前記バックライトユニットは前記ランプを各々制御
する複数のランプ駆動信号を前記各ランプに提供する複
数の電源変換部を追加的に含み、前記複数のランプ駆動
信号は位相差を有する。本発明の他の特徴として、前記
ランプの数は二つであり、前記二つのランプを制御する
二つのランプ駆動信号の位相差は１８０°である。
【０００８】本発明の他の特徴として、前記各画素は電
界生成電極とこれに連結されたスイッチング素子を含
み、前記信号線は前記スイッチング素子に連結されて前
記スイッチング素子を制御する走査信号を伝達するゲー
ト線と前記スイッチング素子に連結されて画像信号を伝
達するデータ線を含み、前記スイッチング素子は前記走
査信号に応答して前記電界生成電極に前記画像信号を伝
達する。
【０００９】本発明の他の特徴として、前記ＬＣＤパネ
ルは前段ゲート駆動方式を採択することが好ましい。本
発明の他の特徴として、前記バックライトユニットはデ
ジタル調光方式で駆動されることが好ましい。前記技術
的課題を解決するための本発明の他の液晶表示装置は、
複数の画素と前記画素に信号を伝達する複数の信号線を
含むＬＣＤパネル、そしてＬＣＤパネルに光を供給する
バックライトユニットを含み、前記バックライトユニッ
トは前記ＬＣＤパネルの制御信号に同期して制御され
る。
【００１０】このような本発明の特徴として、前記バッ
クライトユニットは発光ランプと前記ランプを制御する
ランプ駆動信号を前記ランプに提供する電源変換部を含
み、前記ランプ駆動信号は前記ＬＣＤパネルの制御信号
に同期する。本発明の他の特徴として、前記各画素は電
界生成電極とこれに連結されたスイッチング素子を含
み、前記信号線は前記スイッチング素子に連結されて前
記スイッチング素子を制御する走査信号を伝達するゲー
ト線と前記スイッチング素子に連結されて画像信号を伝
達するデータ線を含み、前記スイッチング素子は前記走
査信号に応答して前記電界生成電極に前記画像信号を伝
達する。
【００１１】本発明の他の特徴として、外部から色信号
とそのディスプレイを制御するタイミング信号の提供を
受けて、前記タイミング信号に基づいて前記ＬＣＤパネ
ル制御信号を生成して、前記色信号と共に前記ＬＣＤパ
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5
ネルに供給し、前記ＬＣＤパネル制御信号に基づいてバ
ックライト制御信号を生成して前記電源変換部に供給す
る制御部を追加的に含み、前記電源変換部は前記バック
ライト制御信号に基づいて前記ランプ駆動信号を生成す
る。
【００１２】本発明の他の特徴として、前記タイミング
信号は垂直同期信号及び水平同期信号を含み、前記バッ
クライト制御信号は前記垂直同期信号または水平同期信
号のうちどちらか一つに基づいて生成される。本発明の
他の特徴として、前記バックライト制御信号は前記タイ
ミング信号に含まれる垂直同期信号によって生成される
垂直同期開始信号または前記タイミング信号に含まれる
水平同期信号によって生成される水平同期開始信号のう
ちどちらか一つに基づいて生成される。
【００１３】本発明の他の特徴として、前記バックライ
ト制御信号を生成する前記制御部は、前記タイミング信
号または前記ＬＣＤパネル制御信号のうちどちらか一つ
に基づいて生成したカウンティングパルスを出力するタ
イミング制御部、前記カウンティングパルスを積分して
積分信号を生成する積分器、そして前記積分信号を基準
信号と比較して前記バックライト制御信号を生成して前
記電源変換部に提供する比較器を含む。
【００１４】本発明の他の特徴として、前記積分信号は
一フレーム内で時間の増加によってピークが増加、減少
または一定の三角波形態である。本発明の他の特徴とし
て、前記バックライト制御信号は一フレーム内で時間の
増加によってオン区間が増加、減少または一定である。
本発明の他の特徴として、前記ＬＣＤパネルは前段ゲー
ト駆動方式を採択するのが好ましい。
【００１５】本発明の他の特徴として、前記バックライ
トユニットはデジタル調光方式で駆動されるのが好まし
い。前記技術的課題を解決するための本発明は、ＬＣＤ
パネルと前記ＬＣＤパネルに光を供給するバックライト
ユニットを含む液晶表示装置の駆動方法を提供する。前
記液晶表示装置駆動方法は、外部から色信号とそのディ
スプレイを制御するタイミング信号を受信する段階、前
記タイミング信号に基づいて生成したＬＣＤパネル制御
信号と前記色信号を前記ＬＣＤパネルに供給する段階、
そして前記タイミング信号前記制御信号のうちどちらか
一つに基づいて前記バックライトユニットを制御するバ
ックライト制御信号を生成して前記バックライトユニッ
トに提供する段階を含む。
【００１６】前記本発明の一特徴として、前記バックラ
イト制御信号生成段階は、前記タイミング信号に同期す
るパルス信号を生成する段階、前記パルス信号を積分し
て積分信号を生成する段階、そして前記積分信号と基準
信号を比較して前記バックライト制御信号を生成する段
階を含む。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、通常の知識を持っている者
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が本発明を容易に実施できるように実施例に関し説明す
る。図１は本発明の第１実施例による液晶表示装置を示
した図面である。図１を参照すると、本発明の第１実施
例による液晶表示装置はＬＣＤパネル６００、タイミン
グ制御部１００、ゲートドライバー２００、一対のデー
タドライバー３１０、３２０、一対のデジタルインバー
タ４１０、４２０、一対のランプ部５１０、５２０を含
む。
【００１８】ＬＣＤパネル６００には行列形式で配列さ
れた複数の画素（図示せず）とこの画素に信号を伝達す
る配線６１０、６２０が備えており、各画素は配線６１
０、６２０に連結されている三端子スイッチング素子つ
まり薄膜トランジスタと、これに連結された電界生成電
極を含む。ＬＣＤパネル６００に備えられた配線として
は、走査信号またはゲート信号を伝達するゲート線６１
０と画像信号またはデータ信号を伝達するデータ線６２
０などがあり、場合によって共通電極信号を伝達する信
号線が備えられることもある。薄膜トランジスタはゲー
ト線６１０からの走査信号に応答してデータ線６２０か
らの画像信号を電界生成電極に伝達する。
【００１９】ＬＣＤパネルは次のようなバックライトユ
ニットを含んでいる。つまり、ＬＣＤパネル６００の上
下側面またはＬＣＤパネル６００の裏側の上下部には各
々互いに離隔された上部及び下部ランプ部５１０、５２
０が配置されており、これらランプ部は各々上部及び下
部インバータ４１０、４２０に連結されてこれらインバ
ータに制御される。
【００２０】ＬＣＤパネル６００の側面にはゲート線６
１０と連結されてゲート信号を供給するゲートドライバ
ー２００が位置しており、上下には各々データ線６２０
と連結されてデータ線６２０にデータ信号を供給する上
部及び下部データドライバー３１０、３２０が位置して
いる。本実施例で上部及び下部データドライバー３１
０、３２０は各々ＬＣＤパネル６００の奇数番目データ
線と偶数番目データ線に連結されているが、その他の方
法で連結することも可能である。
【００２１】ゲートドライバー２００及びデータドライ
バー３１０、３２０とインバータ４１０、４２０はタイ
ミング制御部１００に連結されて制御を受けるが、これ
について下記に詳細に説明する。タイミング制御部１０
０は外部のグラフィック制御機（図示せず）から赤、
緑、青の色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と画面表示を制御する各
種タイミング信号、例えば垂直同期信号（Ｖｓｙｎ
ｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル
信号（ＤＥ）、主クロック信号（ＭＣＬＫ）の提供を受
ける。タイミング制御部１００はタイミング信号に基づ
いてゲートドライバー２００及びデータドライバー３１
０、３２０を各々制御するゲート及びデータドライバー
制御信号１３１、１１１、１１２を生成して、これを各
々ゲートドライバー２００とデータドライバー３１０、
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7
３２０に送る。この時データドライバー３１０、３２０
には色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）も共に供給される。ゲートド
ライバー２００は制御信号１３１に応答してＬＣＤパネ
ル６００のゲート線６１０に順次にゲート信号を印加し
ゲート線６１０に連結された薄膜トランジスタをオンオ
フさせる。一方、データドライバー３１０、３２０は制
御信号１１１、１１２に応答して色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
に該当する画像信号をデータ線６２０に印加することに
よって、この画像信号が導通した薄膜トランジスタを通
じて電界生成電極に印加され表示動作を行うことができ
るようにする。
【００２２】タイミング制御部１００はまたタイミング
信号に基づいてインバータ４１０、４２０を制御するイ
ンバータ制御信号１２１、１２２を生成し、これを各々
インバータ４１０、４２０に出力する。各インバータ４
１０、４２０はインバータ制御信号１２１、１２２に基
づいて各ランプ部５１０、５２０を制御するランプ駆動
信号４１１、４２１を提供し、この駆動信号４１１、４
２１によって各ランプ部５１０、５２０が点滅する。
【００２３】この時上部ランプ部５１０と下部ランプ部
５２０の点滅時期は互いに異なって同時に点滅されない
ことが良く、特に二つのランプ部５１０、５２０が交互
に点滅されるのが好ましい。このようにする場合、ＬＣ
Ｄパネル６００の明るさ変化を減らすことができる。こ
のためには二つのランプ部５１０、５２０に印加される
ランプ駆動信号４１１、４２１に位相差を与えなければ
ならず、特に位相反転あるいは、位相差が１８０°であ
る場合が最も好ましい。
【００２４】図２には位相差が１８０°である二つのラ
ンプ駆動信号４１１、４２１の波形と、この場合のＬＣ
Ｄパネル６００の明るさが示されている。図２のランプ
駆動信号４１１、４２１のオン区間はオフ区間に比べて
短いためＬＣＤパネル６００の明るさが周期的に変化す
る。しかし、普通は明るさが暗い区間が明るい区間に比
べて相対的に非常に短いために全体的な明るさの変化は
非常に小さい。このように大部分の時間の間、一定の明
るさを維持すれば前段ゲート駆動方式での電圧変化によ
る明るさとバックライトの明るさが光学的に干渉して現
れるウェーブノイズ現象が多少減少する。
【００２５】一方、インバータ４１０、４２０は多様な
構造を有することができるが、その例が図３及び図４に
示されている。図３に示したインバータ４３０はパルス
発生器４１２、コントローラ４１４及びトランスフォー
マー４１６を含む。パルス発生器４１２は外部から提供
されるパワーオン／オフ信号（ＰＷ）によって起動され
て、タイミング制御部１００から提供されるインバータ
制御信号１２１、１２２、例えば輝度制御信号（ＢＣ）
に基づいてパルス信号を生成してコントローラ４１４に
提供する。この時パルスの振幅及び幅とパルス数は輝度
制御信号（ＢＣ）によって変わることがある。
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【００２６】コントローラ４１４はパルス発生器４１２
から提供される信号に応答して、入力される電圧（Ｖｉ
ｎ、ＧＮＤ）を選択しインバータ制御信号としてトラン
スフォーマー４１６に出力し、トランスフォーマー４１
６は提供されたインバータ制御信号をランプ部５１０、
５２０に印加する。図４に示したインバータ４４０はコ
ントローラ４２２とトランスフォーマー４１６だけを含
み、別途のパルス発生器は設けない。従ってタイミング
制御部１００から提供されるインバータ制御信号１２
１、１２２がパルス形である点が異なるが、他の動作は
図３の場合と同一である。
【００２７】前記に説明した液晶表示装置はランプ部が
二個所以上配置されている場合であったが、一個所にだ
けある場合もある。この場合、前記とは異なる方法でバ
ックライトを制御しなければならず、下記にその方法に
ついて説明する。図５は本発明の第２実施例による液晶
表示装置を示した図面である。図５を参照すると、本発
明の第２実施例による液晶表示装置はＬＣＤパネル６０
０とその一側面に位置したランプ部５００とそれを制御
するインバータ４００、そしてゲートドライバー２０
０、データドライバー３００とこれらを制御する制御部
７００を含む。図１に示した液晶表示装置と比較する
と、ランプ部５００とインバータ４００及びデータドラ
イバー３００が一つずつのみあり、タイミング制御部
（図１の１００）とは機能が多少異なるコントローラ７
００があるという点を除くと、各部分の構造と機能が殆
ど同じである。第１実施例による液晶表示装置と異なる
点を説明する。
【００２８】まず、図５に示す本実施例の液晶表示装置
はデータドライバー３００が二つあるデュアルバンク
（dual bank）形ではなく、一つだけのシングルバンク
（single bank）形である。これによりＬＣＤパネル６
００のデータ線６２０が全て一つのデータドライバー３
００に連結されている。しかし、本実施例はデュアルバ
ンク形液晶表示装置にも適用可能であるのは当然のこと
であり、反対に第１実施例もシングルバンク形に適用可
能である。
【００２９】制御部７００はパルスカウンティング及び
生成部７１２を備えたタイミング制御部７１０と積分器
７２０と比較器７３０を含み、これらが順次に連結され
た構造を有する。以下、このような液晶表示装置でバッ
クライトを駆動する方法について図５及び図６を参考と
して説明する。外部のグラフィック制御機（図示せず）
でタイミング制御部７１０に入力される信号は第１実施
例と同様に色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）とタイミング制御信号
（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、ＤＥ、ＭＣＬＫ）である。
図５及び図６に示したように、パルスカウンティング及
び生成部７１２は入力された垂直同期信号（Ｖｓｙｎ
ｃ）に基づいて垂直同期開始信号（ＳＴＶ）を生成し、
この信号（ＳＴＶ）のパルス数をカウンティングしてカ
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ウンティングパルス７１１を積分器７２０に提供する。
図６には二つの垂直同期開始信号ごとに一つのカウンテ
ィングパルスを生成する例が示されている。積分器７２
０はカウンティングパルス信号７１１を積分して三角波
形である積分信号７２１を生成した後、これを比較器７
３０に提供する。比較器７３０は積分信号７２１と基準
信号（ＲＥＦ）を比較して生成したインバータ制御信号
７３１をインバータ４００に提供して、インバータ４０
０はこれに基づいてランプ部５００を駆動する。
【００３０】この時カウンティングパルス信号７１１の
パルスの振幅、幅、パルス数等は多様に変化することが
でき、これにより積分信号７２１とインバータ制御信号
７３１も変化することができるが、図７乃至図９にその
例を示した。図７と図８は、一フレーム内で積分信号７
２１である三角波のピーク値が増加または減少する例を
示しており、図９はピーク値が一定な例を示している。
図７または図８で三角波は一フレーム内で下方のピーク
がＭＩＮである時から上方のピークがＭＡＸである時ま
で、またはその反対に変化する。図７乃至図９でインバ
ータ制御信号７３１のオン区間は積分信号７２１が基準
信号（ＲＥＦ）より大きい区間と定義されるので、図７
の場合オン区間がフレームの終わりへ行くほどますます
長くなり、図８の場合はその反対で、図９の場合は一定
である。
【００３１】しかし、図７と８の場合には一フレームと
インバータパルスが正確にマッチングされるようにパル
スカウンティング及び生成部７１２を設計しなければな
らない。このためにはパルスカウンティング及び生成部
７１２に内蔵可能なカウンターを設置することが好まし
い。以上でインバータ制御信号７３１は垂直同期開始信
号（ＳＴＶ）に基づいて生成することを一例として説明
したが、これとは異なって垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）
や水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、または水平同期信号
（Ｈｓｙｎｃ）によって生成される水平同期開始信号
（ＳＴＨ）に基づいて生成されることも可能である。
【００３２】
【発明の効果】このようにデジタル調光方式のインバー
タのインバータ制御信号を垂直同期信号などＬＣＤパネ
ルの制御信号と同期させれば前段ゲート方式での輝度変
化周期とバックライトの輝度変化周期が一致するために
脈打ち現象によるウェーブノイズ発生が減少する。
【００３３】前記では本発明の好ましい実施例を参照し
て説明したが、当該技術分野の熟練した当業者は下記の
特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から
逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び変更できる
ことを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第実施例による液晶表示装置を示した
ブロック図である。
【図２】本発明の第１実施例による液晶表示装置のラン
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プ駆動信号の波形とＬＣＤパネルの明るさを示した波形
図である。
【図３】液晶表示装置のインバータの例を示したブロッ
ク図である。
【図４】液晶表示装置のインバータの例を示したブロッ
ク図である。
【図５】本発明の第２実施例による液晶表示装置を示し
たブロック図である。
【図６】本発明の第２実施例による液晶表示装置のバッ
クライトを駆動するのに用いられる信号の波形図であ
る。
【図７】本発明の第２実施例による液晶表示装置のバッ
クライトを駆動するのに用いられる信号の波形図であ
る。
【図８】本発明の第２実施例による液晶表示装置のバッ
クライトを駆動するのに用いられる信号の波形図であ
る。
【図９】本発明の第２実施例による液晶表示装置のバッ
クライトを駆動するのに用いられる信号の波形図であ
る。
【符号の説明】
１００  タイミング制御部
１１１  ゲート及びデータドライバー制御信号
１１２  ゲート及びデータドライバー制御信号
１２１  インバータ制御信号
１２２  インバータ制御信号
１３１  ゲート及びデータドライバー制御信号
２００  ゲートドライバー
３００  データドライバー
３１０  データドライバー
３２０  データドライバー
４００  インバータ
４１０  デジタルインバータ
４１１  ランプ駆動信号
４１２  パルス発生器
４１４  コントローラ
４１６  トランスフォーマ
４２２  コントローラ
４２１  ランプ駆動信号
４２０  デジタルインバータ
４３０  インバータ
４４０  インバータ
５００  ランプ部
５１０  上部ランプ部
５２０  下部ランプ部
６００  ＬＣＤパネル
６１０  ゲート線
６２０  データ線
７００  コントローラ
７１０  タイミング制御部
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７１１  カウンティングパルス信号
７１２  パルスカウンティング及び生成部
７２０  積分器
７２１  積分信号
７３０  比較器 *
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*Ｖｓｙｎｃ  垂直同期信号
Ｈｓｙｎｃ  水平同期信号
ＤＥ  データイネーブル信号
ＭＣＬＫ  主クロック信号

【図１】

【図２】 【図３】

【図４】

【図６】
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生的反相器控制信号731提供给反相器400，并基于此， 驱动灯单元
500。 结果，即使当使用前栅极驱动系统的LCD面板时，也可以在不寻
找避免数字调光系统的亮度变化的频率的情况下减小亮度变化。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/dcdce90c-d749-4024-a43e-41e4a31b42b9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019713519/publication/JP2003075804A?q=JP2003075804A

